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西日本泌尿器科(0029-0726)76 巻 7号 Page229-237 

 

松村 正文, 内山 浩一, 松山 豪泰 

腎移植 術直後の管理 ドナー 生体腎移植 

腎と透析(0385-2156)76巻増刊 Page606-608 

 

小松 宏卓, 内山 浩一, 松山 豪泰 

腎移植 手術 複数腎動脈を有する donor腎の再建法 

腎と透析(0385-2156)76巻増刊 Page593-594 

 

白石 晃司, 松山 豪泰 

小児期の手術との関連が疑われた閉塞性無精子症の検討 

日本小児泌尿器科学会雑誌(1341-0784)23巻 1号 Page6-11 

 

小松 宏卓, 永田 雄大, 中村 公彦, 松村 正文, 藤川 公樹, 内山 浩一, 松山 豪泰 

生体腎移植 9年後に脳に発症した PTLD の 1例 

今日の移植(0916-0094)27巻 3号 Page231-233 

 

 

 



松山 豪泰 

前立腺がんに対する診断と最新の外科的治療 

山口県医学会誌(0289-6575)48 号 Page58-64 

 

松山 豪泰 

内分泌療法 去勢抵抗性前立腺癌に対する個別化治療の可能性 

Pharma Medica(0289-5803)32 巻 3号 Page29-33 

 

白石 晃司 

男性不妊症のクリニカル・パール 

臨床泌尿器科(0385-2393)68 巻 12号 Page940-944 

 

白石 晃司 

不妊治療の現状と課題 泌尿器科医からみた不妊治療とその現況 

山口県医学会誌(0289-6575)48 号 Page114-117 

 

白石 晃司 

慢性陰嚢痛 

臨床泌尿器科(0385-2393)68 巻 2号 Page155-161 

 

内山 浩一 

第 22回中国腎不全研究会 PD 部会アンケート報告 5年間の活動を振り返って 
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